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が
っ
た
。
「
受
験
シ
ー
ズ
ン

後
半
だ
け
ど
、
や
れ
る
範
囲

で
卒
業
を
華
や
か
に
祝
い
た

い
よ
ね
」
と
三
学
年
主
任
の 

 
 
 

清
水
先
生
も
笑
顔
。 

 
 
 
 
 

ま
た
ダ
ー
ツd

e 
 

 
 
 
 

ポ
ン
！
の
上
位
の 

 
 
 
 

景
品
の
一
位
は
Ｔ 

 
 
 
 

Ｄ
Ｒ
ペ
ア
チ
ケ
ッ 

ト
！ 

入
場
日
は
自
分
で
選

べ
る
形
式
だ
。
二
位
は
巨
大

な
熊
の
ぬ
い
ぐ
る
み
。
三
位

は
熊
西
グ
ッ
ズ
詰
め
合
わ
せ

セ
ッ
ト
。
こ
の
他
に
も
ク
ラ

ス
全
員
や
出
席
番
号
下
一
桁

＝
九
六
人
に
当
た
る
景
品
な 

 

ど 

           

ど
も
あ
り
、
景
品
総
数
は
軽

く
百
五
十
を
超
え
る
。
ダ
ー

ツ
の
矢
を
投
げ
る
の
は
三
学

年
の
先
生
方
。
ダ
ー
ツ
の
矢

の
行
方
に
期
待
し
た
い
。 
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一
・
二
年
生
の
み 

 
 
 
(

一
月
十
五
日
確
認
デ
ー
タ) 

 

来
年
度
各
部
部
費
決
定
会

議
で
、
引
退
し
た
三
年
生
を

除
く
各
部
の
現
部
員
数
調
査

が
生
徒
会
会
計
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。
冬
休
み
後
に
確
認

し
た
集
計
結
果
を
左
に
転
載

す
る
。
（
今
後
の
異
動
や
訂

正
は
随
時
生
徒
会
室
へ
） 

 

引
退
時
期
の
早
い
部
活
動

で
は
、
新
三
年
生
（
現
二
年

生
）
は
Ｇ
Ｗ
付
近
の
大
会
ま

で
の
活
動
と
な
る
。
思
え
ば

あ
と
正
味
四
ヶ
月
弱
し
か
な

い
。
各
部
と
も
こ
の
冬
～
春

に
充
実
し
た
活
動
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 

 

 

卒
業
式
前
日
に
行
わ
れ
て

い
る
『
三
送
会
』
。
例
年
司

会
進
行
は
放
送
部
で
、
①
音

楽
ク
ラ
ス
の
合
唱
②
三
学
年

の
先
生
方
の
出
し
物
ｏ
ｒ
ス

ラ
イ
ド
」
③
ダ
ン
ス
部
「
ダ

ン
ス
＆
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
④
生

徒
会
執
行
部
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

企
画
「
ダ
ー
ツd

e

ポ
ン
！
」

の
四
本
立
て
。
昨
年
度
も
下

級
生
も
含
め
大
い
に
盛
り
上

  

卒
業
式
の
朝
生
徒
会
よ
り
贈

ら
れ
、
卒
業
生
全
員
と
三
学
年

の
先
生
方
全
員
の
胸
に
飾
ら
れ

る
コ
サ
ー
ジ
ュ
（
今
年
は
純
白

の
カ
ト
レ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
） 

来 年 度 部 費 情 報  
か
ら
拠
出
さ
れ
た
予
算
を
①

と
合
わ
せ
て
配
分 

と
の
こ

と
。
熊
西
の
部
費
は
、
消
耗

品
費
＝
狭
義
の
部
費
・
連
盟

負
担
金
・
大
会
参
加
費
・
校

外
文
化
活
動
補
助
費
が
統
合

さ
れ
て
、
一
部
活
の
使
用
総

額
は
明
確
化
。
し
か
し
各
部

ご
と
の
必
要
経
費
や
個
人
負

担
額
・
部
員
数
・
活
動
形

態
・
実
績
・
熊
西
へ
の
貢
献

も
異
な
り
、
簡
単
に
は
比
較

で
き
な
い
。
現
在
会
議
で
は

五
万
円
＋
減
額
総
額
を
増
額

希
望
部
活
で
分
配
す
る
原
案

作
成
の
段
階
だ
。
続
い
て
同

会
で
の
承
認
→
評
議
委
員
会

→
職
員
会
議
→
生
徒
総
会
で

全
校
公
開
・
承
認
と
な
る
。 

 
ダーツdeポン! 

活動の下支え！ 

 

十
二
月
よ
り
各
部
会
計
が

集
ま
っ
て
来
年
度
部
費
配
分

の
協
議
を
重
ね
て
い
る
。
今

回
の
基
本
ル
ー
ル
は
、
①
昨

年
度
ま
で
あ
っ
た
五
十
周
年

記
念
事
業
費
二
十
万
円
を
五

万
円
ず
つ
四
年
間
で
部
費
に

配
分 

②
減
額
可
能
な
部
活

卒
業
式
前
日
は 

卒業式の装飾 
全部活＋1,2年生全HR 
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